説教要旨「わたしは命のパンである」
聖書：ヨハネ６章３０－４０
6:30 そこで、彼らは言った。「それでは、わたしたちが見てあなたを信じることができるように、どんなしるしを行ってくださいますか。どのようなことをしてくださいますか。

6:31 わたしたちの先祖は、荒れ野でマンナを食べました。『天からのパンを彼らに与えて食べさせた』と書いてあるとおりです。」

6:32 すると、イエスは言われた。「はっきり言っておく。モーセが天からのパンをあなたがたに与えたのではなく、わたしの父が天からのまことのパンをお与えになる。

6:33 神のパンは、天から降って来て、世に命を与えるものである。」

6:34 そこで、彼らが、「主よ、そのパンをいつもわたしたちにください」と言うと、

6:35 イエスは言われた。「わたしが命のパンである。わたしのもとに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者は決して渇くことがない。

6:36 しかし、前にも言ったように、あなたがたはわたしを見ているのに、信じない。

6:37 父がわたしにお与えになる人は皆、わたしのところに来る。わたしのもとに来る人を、わたしは決して追い出さない。

6:38 わたしが天から降って来たのは、自分の意志を行うためではなく、わたしをお遣わしになった方の御心を行うためである。

6:39 わたしをお遣わしになった方の御心とは、わたしに与えてくださった人を一人も失わないで、終わりの日に復活させることである。

6:40 わたしの父の御心は、子を見て信じる者が皆永遠の命を得ることであり、わたしがその人を終わりの日に復活させることだからである。」
　イエス・キリストは５０００人もの人々に五つのパンと二匹の魚から、満腹するまで食べさせられました。このしるしをきっかけに、パンを食べた人の一部で、おそらくイエスを王にしようと企てた人々と、テベリアスの町から船でやってきた人がイエスを探して、カファルナウムまでやってきました。この人々への一連の対話による説教が記されています。キリストは、群衆に、「朽ちる食べ物ではなく、永遠の命にいたる食べ物のために」働くように、つまり神の業を行うように命じられています。神の業を行うとは、神が遣わされたもの、イエス・キリストを信じることであると語られました。
　人々はイエスに問います。あなたを神から遣わされたものとして信じるために、どんなことをしてくれるか。彼らが期待したのは、マンナ（マナ）の奇跡でした。このことから、この人々はイエスを探し近づいていこうとした動機は少しも変わっていないことが分かります。

　５０００人の給食よりももっと規模が大きい奇跡を期待しています。ただ規模が大きいというだけではありません。マンナの奇跡とは、出エジプト記１６章に記されている出来事です。イスラエルはモーセに率いられてエジプトを脱出しました。紅海をわたるという驚くべき奇跡にあずかったばかりでした。ところが早速イスラエルは不安に駆られます。食料がないという危機です。いくらかの種入れぬパンを持参しましたが、まず、肉がありません。そして、長い道中、パンも必要となります。モーセに不満を漏らします。エジプトではおいしい食べ物を食べることができたけれども、荒野では飢えなければならないのか。このように不満をいうイスラエルに神はうずらを与え、また、毎朝、マンナという食べ物を与えられます。それは、コエンドロという植物の種に似て白く、味は蜂蜜の入ったウエファースのようなものであったとされます（出エジプト１６：３１）。そして、聖書すら引用します（出エジプト１６：４，１５）。モーセはわれわれの先祖にマンナを与えた。その奇跡を見せてくれ。モーセは偉大です。
　彼らの本心はここではっきり語られています。彼らは、イエスがモーセと同じようなこと、あるいはそれ以上のことをしたらメシヤと認めよう。メシヤとして神から遣わされたものだと認めようと言っているのです。モーセの奇跡は、イスラエルが荒野にいた４０年間にわたります。その間イスラエルは飢えることがありませんでした。そういう奇跡にあずかりたい、これがここに集まっている人々の願望でした。
　イエスがモーセ以上のメシヤであれば、と人々は願っていますが、おそらく半信半疑であったと思います。むろんある期待はあったでしょうけれども、イエス・キリストがそんな偉大な人物に匹敵するような大いなる人物ととても認めているようには思われません。奇跡をしたら信じてやろうという気持ちであったのではないでしょうか。むろん、半分は期待していたかもしれません。テベリアスから来た人々は、そこで行われていることに好感を持っていなかったと推測できます。領主ヘロデ・アンティパスは占領者ローマに媚を売るためにこの町を建設し、皇帝ティベリウスに名誉をささげるため彼の名を冠したのです。それは大半のユダヤ人には屈辱的な行為でありました。にっくきローマ人を追い出す力を持っているかもしれないと、イエスに期待をしていたかもしれません。

　けれども、これらの人々は全く見当はずれの期待をしているだけです。マンナは、それはまったく都合のよい物資です。荒野で、飢えることもないように毎日供給されました。イエスがモーセ以上なら、ユダヤはもう食料の欠乏を心配することはありません。こういうメシヤ＝王をいただいてローマに抵抗するなら勝利を得ることができるかもしれません。キリストはとても都合のよい存在となります。こんなキリストが王であればこんなに便利で都合がよく、未来は明るくなるかもしれません。今日多くの人が宗教に期待するものはこれとよく似ています。信奉する神は信者に大きな恩恵を約束します。その恩恵で、食べるための苦労はなくなります。毎日必要な食べ物を与えられます。あるいは、その食べ物を得るためのお金が与えられます。このような神であれば喜んでその宗教の信徒になろう。時代は変わっても宗教、あるいは神に対して期待しているものは変わっていません。
　イエス・キリストはこの人々に答えられています。まず、旧約聖書を引用して、モーセが天からのパンを与えたと人々が主張しているところですが、イエス・キリストは明快に訂正されています。与えたのはモーセではない。与えられたのは神ご自身です。ユダヤ人はモーセが与えたといって、そのモーセに敬意を払っています。そして、イエスも同じことをすればモーセと同じ尊敬を払うと言っているのです。イエス・キリストはあくまでモーセは天からのパンの下ることを語っただけだと言われます。天からのパンの出所は神なのです。それを混同しているのがユダヤ人なのです。

そして、神はずっとパンを与え続けられたと指摘されます。実際、イスラエルはカナンに入るときにマンナはもう受けられなくなります（ヨシュア５：１２）。その日以来、ユダの民の食べ物はいわば普通食に変わります。イエス・キリストは、「私の天の父が天からのまことの食べ物を与える」と言われます。これは、カナン入国後もイスラエルを食べさせたのは神であったという意味になります。ずっと神はイスラエルを食べさせた。神は天から雨を降らせ、大地を実らせる方法でも食べさせる方です。
　しかし、それは多々毎日イスラエルが食べるというためだけではありません。神はイスラエルに食べさせることで、神こそが命を与える方であるということを示されるのです。マンナをイスラエルに与えたのはただ毎日の命を永らえさせるためだけではありません。そのことを通して、神は命を与える源であることをイスラエルに明らかにするためであったのです。

　神は神のパンを世の人々に与えようとしておられます。それが神の意図なのです。ただマンナを与えることだけが神の意図ではなく、神こそが命を与える主であることを明らかにし続けられたのでした。

　このことは今日でも同じなのです。神は私たちにパンを与えて生かされています。それは大きな恩恵です。毎日飢えることがなく食べることができるのは当たり前で何の変哲もない出来事であるかのように思うのですが、実は神はそれによって私たちに命を与えようとしておられるその意図を読み取ることができるのです。

　このことのためにキリストはこの世に送られてきたのです。わたしは「命のパン」である、というヨハネ福音書の特徴的な表現が出てきます。「わたしは・・・である」、「エゴー・エイミ」というギリシヤ語の使用が知られています。わたしは世の光である（８：１２）、わたしは門である（１０：７，９）、わたしはよい羊飼いである（１０：１１，１４）、わたしは道であり、真理であり、命である（１４：６）、わたしはまことのぶどうの木である（１５：１，５）、わたしは復活であり、命である（１１：２５）。

　イエス・キリストはここでマンナが何を意味しているか明らかにされています。イエス・キリストご自身が命のパンです。このパンを食べるという表現はここでは出てきません。むしろ、わたしのもとに来る者は決して飢えることがないと言われています。イエスに接近すること、それは信じることを意味しているのは３５節の対比から明らかです。イエスを信じることが飢えることもなく、渇くこともない方法なのです。

　人々は、食べれば永久にお腹が減らないような奇跡にあずかりたいと申し出ましたが、キリストは、そのような期待とは全く違う結果を明らかにされます。

　神の意図はただ食べさせることではありません。神は食べさせることによって、命を賦与する方であることを明らかにされます。だから、キリストを遣わされたのでした。

　神の意図は、すべての人が失われることがなく、復活のときに永遠の命を獲得することにありました。これこそが神の意図なのだとキリストは明らかにされます。キリストが５０００人の給食のしるしを行われたのは何のためか。それはただ満腹するためではありません。キリストがこの奇跡によって、神が命を与えようと欲しておられることを明らかにするためでした。

　聖書の神は、わたしたちがただ飢えないということだけを願われているのではありません。それも貴重な神のみ心には違いありません。だから５０００人の給食を行われたのです。ただ、それによって知らなければならないことは、神は命を与えることをことさらに願われている方であり、そのためにこそキリストはこの世に送られてきたのです。そして、その宣教によって神の意図を明らかにしようとされています。
　ひとりも滅びないで永遠の命を得、神の前を生きていくことを神は願っておられます。だから、キリストはご自分が命のパンであることを明らかにされました。終わりの日には、すべてのものが漏れることなく永遠の命を受けること、これが神の意志です。ところが、そのような神の意図を受け入れず、信じないで、相変わらず、モーセのような偉大な人物を期待し、その出現を待っている人々の頑なさが目立つようになります。（おわり）
　

